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ベー トーヴェン :交響曲 第 9番 二短調 Op.125<合唱>

鎌倉芸術館年末恒例の「第九を歌うコンサート」公演にむけて、300名を超える仲間たちが集い、9月より二十数回の

練習を重ねてきました。「ともに声を合わせ、心を合わせて」作り上げてきた合唱の成果を、今日ここ“鎌倉"で披露いた

します。指揮・横島勝人、管弦楽。鎌倉交響楽団、ソリスト・亀円員由美、稲本まき子、三林輝夫、松尾健市による「第九」

の世界をどうぞお楽しみください。

頌詩 《歓喜に寄す》

ODE 》AN DIE FREUDE《
原詩 :フ リー ドリヒ 。フォン・ シラー

Fricdrich von Schiller

対訳 :喜多尾道冬

()Frcundc,nicht(licsc lk,nc!

Sondcrn lを 13t uns angcnchlllcrcを lnstinlnlcn

und frcudcnvollcrc!

1lrcudc,schOncr GOttcrilnkcn,

1'ochtcr`lus Elysitinl,

Wir bctrctcn fcucrtrunkcn,

Hillllllliscllc,dcin Hciligtllm!

I)cinc Z`lubcr bindcn、 vicdcr、

W`ts dic Modc strcn8 8ctcilti

AIIcヽ4cnschcn、 vcrdcn Brlldcr,

Wく )dcin s`inftcr Flllgcl、 vcllt

ヽ′cnl(lcr groSc Wurf gclungcn,

Elllcs Frcundcs Frcund zu scin,

ヽ′cr cin lloldcs Wcib crrungcn,

Mischc scincn JubCI Cin!

J`l,ヽVCrを luch nur cinc Sccic

Scin ncnnt`lur dcnl Erdcnrund!

llnd、vcr's nic 8ckonnt、 dcr stchlc

ヽ′cincnd sich`l、ls dicscnl Bllnd

Frctldc trinkcn allc Wcscn

An dcn Bristcll dcr N`ltttri

AHc(〕 utcn,を11lc 130scn

Folgcn ihrcr Roscnspur

Ktlssc 8`lb Slc uns und Rcbcn,

Eincn Frcund,8cprlllt inl Todi

ヽ′ollust w`trd clcnl Wllrnl gcgcbcn,

IInd dcr Chcrub stcht vor(lott!

「
roh、 wic scinc Sonncn nicgCn

Durch dcs Hinllncls priicht'8cn Plan,

L`lllfct,Brlldcr,curc Bahn,

Frcudig,wic cin Hcld zunl Sicgcn

Scid 11lllsChilingcn,Millloncn

I)icscn KliS dcr g`inzcnヽ′citi

Brtldcr!llbcr'nl Stcrncnzclt

MuS cin licbcr Vatcr、 vohncn
lhr stllrzt nicdcr,� linioncn7

Ahncst dtl dcn SchOplcr,Wclt7

Such'illn tlbcrinl Stcrncnzclt!

〔lbcr stcrncn nluβ  cr wohncn

ああ友よ、そんな調べではだめなのだ !

声を合わせてもっと楽しくうたおうではないか、

もっとよろこびにあらヽれる調べで !

よろこび、それは神から発する美 しい火花、

楽園の遺わす美しい娘

わたしたちは熱い感動の思いに突き動かされて、

気高いよろこびよ、おまえの国へ歩み入る !

おまえは世のしきたりがつめたく引き裂いたものを、

不思議な力でら、たたびとけ合わせる。

おまえのやさしいつばさに懐かれると、

すべてのものは同胞となる。

心の通じ合える真友を得るという

むずかしい望みのかなったものも、

気だてのやさしい妻をめとることができたものも、

よろこびの気持ちを声に出して合わせよ !

そうだ、この広い世のなかでたったひとりでも

心をわかち合える相手がいると言えるものも和すのだ !

だがそれさえできぬものは、よろこびの仲間から

ひと知れずみじめに去って行くがよい。

すべてのものは自然の胸にいだかれ、

その乳房からよろこびをいっぱいに飲んでいる。

操正しいひとも邪なものもみなすべて

ばらの香りに誘われて自然の六ヽところへ入って行く。

自然はわたしたちにくちづけとぶどうと

死の試練をくく
゛
りぬけた友を与えてくれた。

快楽などはうじ虫に投げ与えてしまうと、

知と正を司る天使が神のまえに姿をあらわす !

よろこびにあら、れて、ちょうど満天の星々が

壮大な天の夜空を悠然とめぐるように、

同胞よ、おまえたちも与えられた道を歩むのだ

よろこびに勇み、勝利の大道を歩む英雄のように。

たがいにいだき合うのだ、もろびとよ。

全世界のひとたちとくちづけをかわし合うのだ !

同胞よ !満天の星々のかなたには

父なる神はかならずやおわしますのだ。

そうすればおまえたちはひれ伏すか、もろびとよ。

この世のものたちよ、おまえを創造した神がわかるか。

満天の星々のかなたに神を求めよ !

星々のかなたに神はかならずやおわしますのだ。
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柳 沼  英 子

安 田 恵美子

安 田 ゆみ恵

山 川  圭 子

山川 みのる
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吉 岡  慧 子
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青木 の り子
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内 田  良 美

太 田  江 美

太 田  直 子

大 高  悦 子

大竹  由美子

大 谷  弘 子

小 川  啓 子

小川 ひで子

小川 麻衣子

興津 久美子

奥 田  敏 子

小 倉  悦 子

長 田  晶 子

小田 瑞枝 ※

落 合  希 実

片 桐  陸 子

加 藤  雅 美

金 子  清 恵

上 遠  洋 子

川崎  ひ とみ

川崎  まなみ

河 村  富 子

神戸 香誉康

神 戸  紀 子

木 谷  恭 子

木 谷  祥 子

木 谷  典 子

国 嶋  嘉 子

樟山 かお る

黒 子  昭 子

河 野  美 志

後 藤  玲 子

小永井 晴子

小 林  陽 子

菰 方  由 恵

酒 井  咲 子

桜井 美代子

佐 藤  京 子

三 ノ宮 敦子

品 田  稔 子

柴谷 須美子

荘林 芙美子

新 保  京 子

吹 田  寿 子

菅谷  美知子

鈴木 久美子

鈴 木  貴 子

鈴 木  紀 子

須藤 ふみ江

関 口  幸 江

高 瀬  晏 子

高 畑  信 子

高畑 美美子

竹 中  幸 代

竹久  美与子

田 辺  敬 子

田 辺  蓉 子

鶴見 ひ とみ

永 井  善 子

中 川  啓 子

中嶋 み さを

中村  由美子

中 村  陽 子

中 山  文 子

鍋本 奈美子

西 原  恵 子

西 宮  孝 子

錬 石  和 子

野島 やす子

橋本 久美子

橋 本  桂 子

秦   厚 子

林 崎   澄

原 田  和 子

引 田  愛 子

平 等  静 枝

平野 たつ子

福 迫  佳 子

藤 田  由 子

布 施  和 美

降 幡  京 子

古 田  智 子

古 橋  素 枝

細 野  和 子

堀 江  宏 子

本 田 有見香

前 田 道 子 ※

松 本  直 子

松本 美賀子

丸 山 佐紀子

御園生佐弥子

村 岡  武 子

杢 保  治 美

森  兼 子

森 田  愛 子

横木 スマ子

横 山  晃 代

吉 井  玲 子

若 林  郷 子

新井 由美子

荒 牧  明 子

池 田  和 子

石井 かお り

石 井  伸 子

石渡戸紀久子

稲葉 美生子

上 野  直 美

内 田  暁 子

内 田  範 子

内 田  美 枝

梅沢 喜代江

梅 田  郁 子

浦 野  昭 子

大久保 静子

大古田 幸江

大槻 佳奈子

大 橋  恵 子

奥  千 鶴 子

奥  真 由 美
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